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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された沖縄２１世紀ビジョン基本計画

（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）について、総合部会における調査審

議結果をとりまとめたものである。

２ 基盤整備部会の概要

⑴ 基盤整備部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、基盤整備部会は「県土

構造、都市整備、交通体系、情報通信体系、水資源、災害等に関すること」

を所掌することとされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条）。

⑵ 基盤整備部会の調査審議箇所について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

のうち、基盤整備部会における調査審議箇所については、次のとおりであ

る。なお、他の部会と一部重複する箇所がある。

○第２章 沖縄振興の現状と課題

２ これまでの沖縄振興の分野別検証

⑴ 沖縄らしい優しい社会の構築

ア 環境保全

(ｱ) 循環型社会の構築

a 廃棄物の抑制

オ 離島振興（定住条件の整備）

(ｱ) 離島における定住条件の整備

a 離島人口の確保

カ 生活基盤整備

(ｱ) 生活基盤の充実・強化

a 上水道の整備

b 下水道の整備

c 公園の整備

d 公営住宅の整備

キ 防災

(ｱ) 社会リスクセーフティネットの確立

a 河川の整備

b 海岸の整備

c 土砂災害への対策
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d 公共施設等の耐震化

⑵ 強くしなやかな自立型経済の構築

ア 社会基盤整備

(ｱ) 自立型経済の構築に向けた基盤の整備

a 空港の整備

b 港湾の整備

c 陸上交通基盤の整備

イ 交流

(ｱ) 世界との交流ﾈｯﾄﾜｰｸの形成

b 国際交流拠点形成のための基盤整備

ウ 観光新興産業

(ｱ) 世界水準の観光ﾘｿﾞｰﾄ地の形成

a 入域観光客数

オ 新リーディング産業振興

(ｱ) 国際物流拠点の形成

b 那覇港外貿取扱貨物量

キ 製造・中小企業等振興

(ｱ) ものづくり産業の振興

a 製造品出荷額

コ 特殊事業（駐留軍用地跡地の有効利用の推進）

(ｱ) 駐留軍用地跡地の有効利用の推進

a 駐留軍用地跡地の有効利用

○第３章 基本施策の推進による成果と課題及びその対策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑴自然環境の保全・再生・適正利用

イ 陸域・水辺環境の保全

ウ 自然環境の再生

⑵持続可能な循環型社会の構築

ア ３Rの推進

⑶低炭素島しょ社会の実現

ア 地球温暖化防止対策の推進

ウ 低炭素都市づくりの推進

⑸文化産業の戦略的な創出・育成

ア 文化資源を活用したまちづくり

⑹価値創造のまちづくり

ア 沖縄らしい風景づくり

イ 花と緑あふれる県土の形成

⑺人間優先のまちづくり

ア まちづくりにおけるユニバーサルデザインの推進

イ 歩いて暮らせる環境づくりの推進
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ウ 人に優しい交通手段の確保

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑴健康・長寿おきなわの推進

イ 「スポーツアイランド沖縄」の形成

⑶健康福祉セーフティネットの充実

ア 高齢者が住み慣れた地域で生き生きと暮らせる環境づくり

イ 福祉セーフティネットの形成

⑷社会リスクセーフティネットの充実

ア 安全・安心に暮らせる地域づくり

イ 災害に強い県土づくりと防災体制の強化

⑹地域特性に応じた生活基盤の充実・強化

ア 地域特性に応じた生活基盤の整備

イ 高度情報通信ネットワーク社会に対応した行政サービスの提

供

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑴自立型経済の構築に向けた基盤の整備

ア 国際交流・物流拠点の核となる空港の整備

イ 人流・物流を支える港湾の整備

ウ 陸上交通基盤の整備

エ 国際ネットワークの構築、移動・輸送コストの低減及び物

流対策強化

⑵世界水準の観光リゾート地の形成

エ 観光客の受入体制の整備

⑶情報通信関連産業の高度化・多様化

エ 情報通信基盤の整備

⑷アジアと日本の架け橋となる国際物流拠点の形成

ア 臨空・臨港型産業の集積による国際物流拠点の形成

⑹沖縄の魅力や優位性を生かした新たな産業の創出

イ 環境関連産業の戦略的展開

⑻地域を支える中小企業等の振興

イ 商店街・中心市街地の活性化と商業の振興

ウ 建設産業の活性化と新分野・新市場の開拓

⑼ものづくり産業の振興と地域ブランドの形成

ウ 安定した工業用水・エネルギーの提供

⑾離島における定住条件の整備

ア 交通・生活コストの低減

イ 生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における住民サ

ービスの向上

ウ 交通基盤の整備と交通ネットワークの充実強化

エ 過疎・辺地地域の振興
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⑿離島の特色を生かした産業振興と新たな展開

ア 観光リゾート産業の振興

⒀駐留軍用地跡地の有効利用の推進

ア 駐留軍用地跡地利用の推進に向けた取組

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

⑴世界との交流ネットワークの形成

イ 世界と共生する社会の形成

ウ 国際交流拠点の形成に向けた基盤の整備

⑵ 国際協力・貢献活動の推進

ア アジア・太平洋地域の共通課題に対する技術協力等の推進

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑸産業振興を担う人材の育成

イ 地域産業を担う人材の育成

ウ 新産業の創出や産業のグローバル化を担う人材の育成

⑹地域社会を支える人材の育成

イ 地域づくりを担う人材の育成

○第４章 克服すべき沖縄の固有課題

１ 基地問題の解決と駐留軍用地跡地利用

(3)駐留軍用地跡地利用の推進

２ 離島の条件不利性克服と国益貢献

(1)交通・生活コストの低減

(2)生活環境基盤の整備及び教育・医療・福祉における住民サービス

の向上

(3)交通基盤の整備と交通ネットワークの充実強化

(5)観光リゾート産業の振興

３ 海洋島しょ圏沖縄を結ぶ交通ネットワークの構築

(1)国際交流・物流拠点の核となる空港の整備

(2)人流・物流を支える港湾の整備

(3)陸上交通基盤の整備

(4)臨空・臨港型産業の集積による国際物流拠点の形成

(5)農林水産物の流通・販売・加工対策の強化

○第５章 圏域別展開

１ 北部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ウ 生活圏の充実

エ 駐留軍用地跡地利用の推進

⑵ 今後の主な課題
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２ 中部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 個性豊かで魅力あふれる基幹都市圏の形成

(ｱ) 人的・物的交流拠点の機能強化

(ｲ）中部都市圏の機能高度化

(ｳ) 環境共生型社会の構築

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｳ) 臨空・臨港型産業の振興と産業イノベーションの推進

⑵ 今後の主な課題

３ 南部圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

ア 個性豊かで魅力あふれる基幹都市圏の形成

(ｱ) 人的・物的交流拠点の機能強化

(ｲ）中部都市圏の機能高度化

(ｳ) 環境共生型社会の構築

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｲ）情報通信関連産業の振興

(ｳ) 臨空・臨港型産業の振興と産業イノベーションの推進

⑵ 今後の主な課題

４ 宮古圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

(ｲ）拠点都市機能の充実

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業等の振興と産業イノベーションの推進

エ 生活圏の充実

(ｱ) 生活環境基盤等の整備

⑵ 今後の主な課題

５ 八重山圏域

導入部

⑴ 主な取組による成果等

(ｲ）拠点都市機能の充実

イ 圏域の特色を生かした産業の振興

(ｱ) 観光リゾート産業等の振興と産業イノベーションの推進

エ 生活圏の充実

(ｱ) 生活環境基盤等の整備

⑵ 今後の主な課題
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⑶ 基盤整備部会の構成について

基盤整備部会の構成は次のとおりである。

◎有住 康則 琉球大学名誉教授

○宮城 隼夫 琉球大学名誉教授

小野 尋子 琉球大学工学部准教授

神谷 大介 琉球大学工学部准教授

入部 綱清 琉球大学工学部助教

平良 敏昭 株式会社沖縄建設新聞代表取締役社長

美里 義雅 沖縄都市モノレール株式会社代表取締役社長

小川 吾吉 一般社団法人沖縄県バス協会会長

東江 一成 一般社団法人沖縄県ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ協会会長

青木 紀将 日本ﾄﾗﾝｽｵｰｼｬﾝ航空株式会社代表取締役社長

佐次田 朗 公益社団法人沖縄県トラック協会会長

宮城 茂 琉球海運株式会社代表取締役社長

畔上 修一 西日本電信電話株式会社沖縄支店支店長

湯淺 英雄 沖縄セルラー電話株式会社代表取締役社長

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 基盤整備部会の開催実績について

基盤整備部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回基盤整備部会

日時：令和元年７月26日（金）13:30～15:30

場所：ホテルチュラ琉球 7階ホール

議題：

１ 全体説明

⑴ 今後の審議の進め方

２ 調査審議

⑴ 基盤整備部会の日程及び議題等について

⑵ 沖縄21世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等 総点検報告

書第２章の基盤整備部会の所掌事務に関わる部分

〇第２回基盤整備部会

日時：令和元年８月19日（月）13:30～16:30

場所：県庁11階第１，２特別会議室

議題：

１ 検証シートの取り扱いについて

２ 調査審議
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⑴ 第１回基盤整備部会に関する事項

⑵ 環境・文化・景観等とまちづくり

⑶ 防災・減災とインフラの維持管理・更新等

〇第３回基盤整備部会

日時：令和元年９月10日（火）13:30～16:30

場所：ホテルチュラ琉球 7階ホール

議題：

１ 審議の進め方及び基盤整備部会委員意見の取り扱いについての説

明

２ 調査審議

⑴ 第１回及び第２回基盤整備部会に関する事項

⑵ 観光、物流等を支える自立型経済構築に向けた基盤整備

⑶ 離島における社会基盤の整備

⑷ 駐留軍用地跡地の有効利用

〇第４回基盤整備部会

日時：令和元年10月29日（火）

場所：沖縄県土地開発公社 5階会議室

議題：

１ 調査審議

⑴ 第１～３回基盤整備部会に関する事項

⑵ 建設産業及び人材育成

⑶ 圏域別展開

⑷ 他部会からの申し送り事項

⑸ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題

〇第５回基盤整備部会

日時：令和元年11月12日（火）

場所：八汐荘 屋良ホール

議題：

１ 第１～４回基盤整備部会に関する事項

２ 調査審議

今後の沖縄振興の基本的考え方

３ 基盤整備部会調査審議結果報告書（案）について

３ 基盤整備部会における調査審議結果

⑴ 沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）
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に対する修正意見について

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖縄振興計画）等総点検報告書（素案）

に対する修正意見については、別紙１（沖縄２１世紀ビジョン基本計画（沖

縄振興計画）等総点検報告書（素案）に対する修正意見審議結果一覧（基

盤整備部会））のとおりである。

⑵ 重要性を増した課題及び新たに生じた課題について

基盤整備部会における調査審議の過程において、重要性を増した課題及

び新たに生じた課題として特定すべき事項について、別紙２（重要性を増

した課題及び新たに生じた課題の一覧（基盤整備部会））のとおりとりま

とめた。

⑶ 自由意見について

基盤整備部会における調査審議の過程において、⑴及び⑵以外の意見に

ついて、別紙３（自由意見の一覧（総合部会））のとおりとりまとめた。



 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

  
  

   
 

  
 

 

 
  

 



 
  

 
 

 
  

 
 

 
  

 
  

  
  

 

 
  

 
  

 
  

 
  



 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 






